
 
防

府

市

景

観

条

例

を

こ

こ

に

公

布

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

四

年

十

二

月

二

十

八

日 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

防

府

市

長 
 

松 

浦 

正 

人 
 

 
 

 

      

防

府

市

条

例

第

三

十

九

号



 
 

 

防

府

市

景

観

条

例 
目

次 

 

第

一

章 
総

則

（

第

一

条

―

第

四

条

） 

 

第

二

章 

景

観

計

画

（

第

五

条

・

第

六

条

） 

 

第

三

章 

景

観

法

に

基

づ

く

行

為

の

規

制

等

（

第

七

条

―

第

十

五

条

） 

 

第

四

章 

景

観

重

要

建

造

物

等

（

第

十

六

条

―

第

二

十

条

） 

 

第

五

章 

景

観

審

議

会

（

第

二

十

一

条

） 

 

第

六

章 

良

好

な

景

観

形

成

に

向

け

た

支

援

等

（

第

二

十

二

条

・

第

二

十

三

条

） 

 

第

七

章 

雑

則

（

第

二

十

四

条

） 

 

附

則 

 
 

 

第

一

章 

総

則 

 

（

目

的

） 

第

一

条 

こ

の

条

例

は

、

景

観

法

（

平

成

十

六

年

法

律

第

百

十

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

の

施

行

に

関

し

必

要

な



事

項

及

び

良

好

な

景

観

の

形

成

の

た

め

に

必

要

な

事

項

を

定

め

る

こ

と

に

よ

り

、

本

市

の

自

然

、

歴

史

、

文

化

等

と

調

和

し

た

景

観

を

形

成

し

、

も

っ

て

個

性

的

で

魅

力

あ

る

ま

ち

づ

く

り

に

寄

与

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。 

 

（

定

義

） 

第

二

条 

こ

の

条

例

に

お

い

て

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

用

語

の

意

義

は

、

そ

れ

ぞ

れ

当

該

各

号

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。 

 

一 

市

民 

市

内

に

居

住

す

る

者

又

は

市

内

に

土

地

、

建

物

、

工

作

物

若

し

く

は

樹

木

を

所

有

し

、

占

有

し

、

若

し

く

は

管

理

す

る

者

を

い

う

。 

 

二 

事

業

者 

市

内

に

お

い

て

、

営

利

又

は

非

営

利

の

事

業

活

動

を

行

う

個

人

、

法

人

又

は

団

体

を

い

う

。 

 

三 

工

作

物 

土

地

又

は

建

築

物

に

定

着

し

、

又

は

継

続

し

て

設

置

さ

れ

る

物

の

う

ち

建

築

物

以

外

の

も

の

で

、

規

則

で

定

め

る

も

の

を

い

う

。 

 

（

市

の

責

務

） 

第

三

条 

市

は

、

良

好

な

景

観

の

形

成

を

図

る

た

め

に

必

要

な

施

策

を

策

定

し

、

及

び

計

画

的

に

実

施

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 



２ 

市

は

、

道

路

、

公

園

そ

の

他

の

公

共

施

設

の

整

備

又

は

改

善

を

行

う

場

合

に

は

、

良

好

な

景

観

の

形

成

に

向

け

て

先

導

的

な

役

割

を

果

た

す

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

３ 

市

は

、

市

民

及

び

事

業

者

の

景

観

に

関

す

る

意

識

の

高

揚

を

図

る

た

め

に

必

要

な

施

策

を

講

ず

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

４ 

市

は

、

良

好

な

景

観

の

形

成

に

関

す

る

施

策

の

推

進

に

当

た

っ

て

は

、

市

民

及

び

事

業

者

の

意

見

を

十

分

に

反

映

さ

せ

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

５ 

市

は

、

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

国

、

県

そ

の

他

関

係

地

方

公

共

団

体

又

は

こ

れ

ら

が

設

立

し

た

団

体

に

対

し

、

良

好

な

景

観

の

形

成

に

つ

い

て

協

力

を

要

請

す

る

も

の

と

す

る

。 

 

（

市

民

及

び

事

業

者

の

責

務

） 

第

四

条 

市

民

及

び

事

業

者

は

、

自

ら

が

良

好

な

景

観

の

形

成

に

取

り

組

む

主

体

で

あ

る

こ

と

を

認

識

し

、

景

観

に

関

す

る

意

識

を

高

め

、

自

主

的

か

つ

積

極

的

に

良

好

な

景

観

の

形

成

に

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

市

民

及

び

事

業

者

は

、

市

が

実

施

す

る

良

好

な

景

観

の

形

成

に

関

す

る

施

策

に

協

力

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 
 

 

第

二

章 

景

観

計

画 



（

景

観

計

画

の

策

定

） 
第

五

条 

市

長

は

、

市

の

区

域

の

全

域

を

景

観

計

画

区

域

（

法

第

八

条

第

二

項

第

一

号

に

規

定

す

る

景

観

計

画

区

域

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

と

す

る

景

観

計

画

（

法

第

八

条

第

一

項

に

規

定

す

る

景

観

計

画

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。 

２ 

市

長

は

、

景

観

計

画

を

変

更

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

あ

ら

か

じ

め

、

市

民

及

び

事

業

者

の

意

見

を

聴

く

機

会

を

設

け

る

と

と

も

に

、

第

二

十

一

条

に

規

定

す

る

防

府

市

景

観

審

議

会

（

次

章

及

び

第

四

章

に

お

い

て

「

審

議

会

」

と

い

う

。

）

の

意

見

を

聴

く

も

の

と

す

る

。 

 

（

景

観

形

成

重

点

地

区

） 

第

六

条 

市

長

は

、

景

観

計

画

区

域

内

に

お

い

て

、

本

市

の

良

好

な

景

観

の

形

成

を

推

進

す

る

上

で

特

に

重

要

と

認

め

ら

れ

る

区

域

を

景

観

形

成

重

点

地

区

と

し

て

指

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

２ 

市

長

は

、

景

観

形

成

重

点

地

区

に

つ

い

て

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。 

 

一 

当

該

地

区

の

範

囲 

 

二 

当

該

地

区

の

良

好

な

景

観

の

形

成

に

向

け

た

方

針 



 

三 

届

出

対

象

行

為 

 

四 
景

観

形

成

基

準 

３ 

市

長

は

、

前

項

に

規

定

す

る

も

の

の

ほ

か

、

当

該

地

区

の

良

好

な

景

観

の

形

成

に

お

い

て

必

要

な

事

項

を

定

め

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 
 

 

第

三

章 

景

観

法

に

基

づ

く

行

為

の

規

制

等 

 

（

景

観

計

画

と

の

適

合

） 

第

七

条 

景

観

計

画

区

域

内

に

お

い

て

、

法

第

十

六

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

行

為

を

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

当

該

行

為

が

景

観

計

画

に

適

合

す

る

よ

う

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

（

届

出

の

適

用

除

外

） 

第

八

条 

法

第

十

六

条

第

七

項

第

十

一

号

に

規

定

す

る

条

例

で

定

め

る

行

為

は

、

景

観

計

画

区

域

内

に

お

い

て

行

わ

れ

る

次

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

別

表

の

行

為

の

種

類

の

欄

に

掲

げ

る

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

の

対

象

と

な

る

規

模

の

欄

に

掲

げ

る

規

模

以

外

の

も

の

と

す

る

。 

 

一 

山

口

県

文

化

財

保

護

条

例

（

昭

和

四

十

年

山

口

県

条

例

第

十

号

）

第

十

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

補

助

金

の



交

付

を

受

け

て

行

う

行

為

又

は

同

条

例

第

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

許

可

を

受

け

、

若

し

く

は

同

条

例

第

二

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

を

し

て

行

う

行

為 

 

二 

防

府

市

文

化

財

保

護

条

例

（

昭

和

四

十

二

年

防

府

市

条

例

第

十

五

号

）

第

十

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

補

助

金

の

交

付

を

受

け

て

行

う

行

為

又

は

同

条

例

第

二

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

許

可

を

受

け

、

若

し

く

は

同

条

例

第

二

十

一

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

を

し

て

行

う

行

為 

 

（

特

定

届

出

対

象

行

為

） 

第

九

条 

法

第

十

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

条

例

で

定

め

る

も

の

と

す

る

特

定

届

出

対

象

行

為

は

、

法

第

十

六

条

第

一

項

第

一

号

又

は

第

二

号

に

掲

げ

る

行

為

の

う

ち

、

届

出

を

要

す

る

全

て

の

も

の

と

す

る

。 

 

（

行

為

の

届

出

） 

第

十

条 

法

第

十

六

条

第

一

項

又

は

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

は

、

景

観

法

施

行

規

則

（

平

成

十

六

年

国

土

交

通

省

令

第

百

号

）

第

一

条

第

二

項

で

定

め

る

図

書

の

ほ

か

、

規

則

で

定

め

る

図

書

を

添

付

し

て

行

う

も

の

と

す

る

。 

 

（

適

合

の

通

知

） 

第

十

一

条 

市

長

は

、

法

第

十

六

条

第

一

項

又

は

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

が

あ

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

当

該

届

出



行

為

が

景

観

計

画

に

適

合

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

届

出

を

し

た

者

に

対

し

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。 

 

（

助

言

又

は

指

導

） 

第

十

二

条 

市

長

は

、

法

第

十

六

条

第

一

項

又

は

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

が

あ

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

良

好

な

景

観

の

形

成

の

た

め

に

必

要

と

認

め

る

と

き

は

、

当

該

届

出

を

し

た

者

に

対

し

、

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

よ

う

助

言

又

は

指

導

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

。 

 

（

勧

告

又

は

命

令

に

関

す

る

手

続

） 

第

十

三

条 

市

長

は

、

前

条

の

規

定

に

よ

る

助

言

又

は

指

導

に

従

わ

な

い

者

に

対

し

て

、

法

第

十

六

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

勧

告

又

は

法

第

十

七

条

第

一

項

若

し

く

は

第

五

項

の

規

定

に

よ

る

命

令

を

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

あ

ら

か

じ

め

、

審

議

会

の

意

見

を

聴

く

も

の

と

す

る

。 

 

（

報

告

及

び

公

表

） 

第

十

四

条 

前

二

条

の

規

定

に

よ

る

助

言

、

指

導

、

勧

告

又

は

命

令

を

受

け

た

者

は

、

こ

れ

ら

に

よ

っ

て

講

じ

た

措

置

に

つ

い

て

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

市

長

に

報

告

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 



２ 

市

長

は

、

前

条

の

規

定

に

よ

る

勧

告

を

受

け

た

者

が

正

当

な

理

由

な

く

当

該

勧

告

に

従

わ

な

い

と

き

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

公

表

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

一 

当

該

勧

告

を

受

け

た

者

の

住

所

及

び

氏

名

（

法

人

又

は

団

体

に

あ

っ

て

は

そ

の

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地

並

び

に

名

称

及

び

代

表

者

の

氏

名

） 

 

二 

当

該

勧

告

の

対

象

と

な

っ

た

行

為

及

び

位

置 

 

三 

当

該

勧

告

に

従

わ

な

か

っ

た

事

実 

３ 

市

長

は

、
前

項

の

規

定

に

よ

り

公

表

す

る

と

き

は

、
あ

ら

か

じ

め

、
当

該

公

表

を

さ

れ

る

者

に

そ

の

旨

を

通

知

し

、

意

見

を

述

べ

る

機

会

を

与

え

る

と

と

も

に

、

審

議

会

の

意

見

を

聴

く

も

の

と

す

る

。 

４ 

市

長

は

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

報

告

を

受

け

た

場

合

は

、

必

要

に

応

じ

て

調

査

を

実

施

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

（

完

了

届

等

） 

第

十

五

条 

法

第

十

六

条

第

一

項

又

は

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

届

出

を

し

た

者

は

、
当

該

届

出

に

係

る

行

為

を

完

了

し

、

又

は

中

止

し

た

と

き

は

、

速

や

か

に

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

市

長

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 
 

 

第

四

章 

景

観

重

要

建

造

物

等 



 

（

景

観

重

要

建

造

物

又

は

景

観

重

要

樹

木

の

指

定

） 
第

十

六

条 

市

長

は

、

法

第

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

景

観

重

要

建

造

物

又

は

法

第

二

十

八

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

景

観

重

要

樹

木

（

以

下

「

景

観

重

要

建

造

物

等

」

と

い

う

。

）

の

指

定

を

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

あ

ら

か

じ

め

、

審

議

会

の

意

見

を

聴

く

も

の

と

す

る

。 

２ 

市

長

は

、

景

観

重

要

建

造

物

等

の

指

定

を

し

た

と

き

は

、

直

ち

に

、

そ

の

旨

を

当

該

景

観

重

要

建

造

物

等

の

所

有

者

に

通

知

す

る

と

と

も

に

、

遅

滞

な

く

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

こ

れ

を

表

示

す

る

標

識

を

設

置

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 

（

原

状

回

復

命

令

等

の

手

続

） 

第

十

七

条 

市

長

は

、

法

第

二

十

三

条

第

一

項

（

法

第

三

十

二

条

第

一

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

、

景

観

重

要

建

造

物

等

の

原

状

回

復

又

は

こ

れ

に

代

わ

る

べ

き

必

要

な

措

置

を

と

る

べ

き

旨

を

命

じ

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

あ

ら

か

じ

め

、

審

議

会

の

意

見

を

聴

く

も

の

と

す

る

。 

 

（

管

理

の

基

準

） 

第

十

八

条 

法

第

二

十

五

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

条

例

で

定

め

る

景

観

重

要

建

造

物

の

管

理

の

方

法

の

基

準

は

、

次



の

と

お

り

と

す

る

。 

 

一 
管

理

上

必

要

な

修

繕

は

、

速

や

か

に

行

う

こ

と

。 

 

二 

消

火

器

の

設

置

そ

の

他

の

防

災

上

の

措

置

を

講

ず

る

こ

と

。 

 

三 

景

観

重

要

建

造

物

の

滅

失

を

防

ぐ

た

め

、

そ

の

敷

地

、

構

造

及

び

建

築

設

備

の

状

況

を

定

期

的

に

点

検

す

る

こ

と

。 

 

四 

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

景

観

重

要

建

造

物

の

良

好

な

景

観

の

保

全

の

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

こ

と

。 

２ 

法

第

三

十

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

条

例

で

定

め

る

景

観

重

要

樹

木

の

管

理

の

方

法

の

基

準

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。 

 

一 

景

観

重

要

樹

木

の

良

好

な

景

観

を

保

全

す

る

た

め

、

せ

ん

定

そ

の

他

の

必

要

な

管

理

を

行

う

こ

と

。 

 

二 

病

害

虫

の

駆

除

そ

の

他

の

措

置

を

講

ず

る

こ

と

。 

 

三 

景

観

重

要

樹

木

の

状

況

を

定

期

的

に

点

検

す

る

こ

と

。 

 

四 

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

景

観

重

要

樹

木

の

良

好

な

景

観

の

保

全

の

た

め

に

必

要

な

措

置

を

講

ず

る

こ



と

。 

 

（

管

理

に

関

す

る

命

令

又

は

勧

告

の

手

続

） 

第

十

九

条 
市

長

は

、

法

第

二

十

六

条

又

は

法

第

三

十

四

条

の

規

定

に

よ

り

景

観

重

要

建

造

物

等

の

管

理

に

関

し

必

要

な

措

置

を

命

じ

、

又

は

勧

告

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

あ

ら

か

じ

め

、

審

議

会

の

意

見

を

聴

く

も

の

と

す

る

。 

 

（

指

定

の

解

除

） 

第

二

十

条 

市

長

は

、

法

第

二

十

七

条

第

二

項

又

は

法

第

三

十

五

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

景

観

重

要

建

造

物

等

の

指

定

を

解

除

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

あ

ら

か

じ

め

、

審

議

会

の

意

見

を

聴

く

も

の

と

す

る

。 

２ 

市

長

は

、

景

観

重

要

建

造

物

等

の

指

定

を

解

除

し

た

と

き

は

、

直

ち

に

、

そ

の

旨

を

当

該

景

観

重

要

建

造

物

等

の

所

有

者

に

通

知

す

る

と

と

も

に

、

遅

滞

な

く

、

第

十

六

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

設

置

し

た

標

識

を

撤

去

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 
 

 

第

五

章 

景

観

審

議

会 

 

（

防

府

市

景

観

審

議

会

） 

第

二

十

一

条 

市

長

は

、

良

好

な

景

観

の

形

成

に

関

す

る

事

項

を

調

査

審

議

す

る

た

め

、

防

府

市

景

観

審

議

会

（

以

下



こ

の

条

に

お

い

て

「

審

議

会

」

と

い

う

。

）

を

置

く

。 
２ 
審

議

会

は

、

委

員

十

人

以

内

で

組

織

し

、

次

に

掲

げ

る

者

の

う

ち

か

ら

、

市

長

が

委

嘱

し

、

又

は

任

命

す

る

。 

 

一 

学

識

経

験

を

有

す

る

者 

四

人

以

内 

 

二 

関

係

行

政

機

関

の

職

員 

四

人

以

内 

 

三 

公

募

の

手

続

に

よ

り

決

定

し

た

者 

二

人

以

内 

３ 

委

員

の

任

期

は

、

二

年

と

す

る

。

た

だ

し

、

補

欠

の

委

員

の

任

期

は

、

前

任

者

の

残

任

期

間

と

す

る

。 

４ 

委

員

は

、

再

任

さ

れ

る

こ

と

が

で

き

る

。 

５ 

審

議

会

の

組

織

及

び

運

営

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

規

則

で

定

め

る

。 

 
 

 

第

六

章 

良

好

な

景

観

形

成

に

向

け

た

支

援

等 

 

（

支

援

等

） 

第

二

十

二

条 

市

長

は

、

良

好

な

景

観

の

形

成

を

図

る

た

め

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

市

民

及

び

事

業

者

に

対

し

必

要

な

支

援

を

行

い

、

又

は

助

成

措

置

を

講

ず

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

（

表

彰

） 



第

二

十

三

条 

市

長

は

、

良

好

な

景

観

の

形

成

に

特

に

貢

献

し

た

と

認

め

ら

れ

る

者

を

表

彰

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 
 

 
第

七

章 

雑

則 

 

（

委

任

） 

第

二

十

四

条 
こ

の

条

例

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

規

則

で

定

め

る

。 

 
 

 

附 

則 

 

（

施

行

期

日

） 

１ 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

五

年

六

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

 

（

防

府

市

都

市

景

観

条

例

の

廃

止

） 

２ 

防

府

市

都

市

景

観

条

例
（

平

成

十

四

年

防

府

市

条

例

第

十

五

号

。
第

三

項

に

お

い

て
「

旧

条

例

」
と

い

う

。
）
は

、

廃

止

す

る

。 

 

（

経

過

措

置

） 

３ 

こ

の

条

例

の

施

行

の

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。

）

前

に

旧

条

例

第

十

六

条

の

規

定

に

よ

り

さ

れ

た

手

続

、

決

定

そ

の

他

の

行

為

は

、

第

二

十

三

条

の

規

定

に

よ

り

さ

れ

た

手

続

、

決

定

そ

の

他

の

行

為

と

み

な

す

。 



 

（

準

備

行

為

） 
４ 
第

二

十

一

条

の

規

定

に

よ

る

委

員

の

公

募

に

関

し

必

要

な

行

為

は

、
施

行

日

前

に

お

い

て

も

行

う

こ

と

が

で

き

る

。 

 

（

非

常

勤

職

員

の

報

酬

、

費

用

弁

償

及

び

期

末

手

当

に

関

す

る

条

例

の

一

部

改

正

） 

５ 

非

常

勤

職

員

の

報

酬

、

費

用

弁

償

及

び

期

末

手

当

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

一

年

防

府

市

条

例

第

三

十

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 
 

別

表

第

二

都

市

景

観

審

議

会

委

員

の

項

を

削

り

、
同

表

都

市

計

画

審

議

会

委

員

の

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 

       

防

府

市

景

観

審

議

会 

委

員 

日

額 
五

、

七

〇

〇

円 

〃 

 



別

表

（

第

八

条

関

係

） 

            

開
発

行

為

（

都

市

計

画

法

（

昭

和

四

十

三

年

法

律

第

百

号

）

第

四
条

第

十

二
項

に

規

定
す

る

開

発

行

為

） 

工

作

物

の

新

設

、

増

築
、

改

築

又

は

移

転 

建

築

物

の

新

築

、

増

築
、

改

築

又

は

移

転 

行

為

の

種

類 

盛
土

又

は

切
土

に

よ

っ
て

生

じ

る
法

の

高

さ
が

三

メ

ー

ト

ル
を

超
え

、

か

つ
、

開

発

面

積

が

千

平

方

メ

ー

ト

ル
を

超
え

る

も

の 

そ
の

他

の

工

作
物 

擁
壁

そ

の

他

こ

れ

に

類
す

る
も

の 

高
さ

（

増

築
又

は

改

築

の

場

合

に
あ

っ
て

は
、

そ

の

増

築

後

又

は
改

築

後

の

高

さ

。

以
下

こ

の

表

に

お

い

て

同

じ

。

）

が

十

三

メ

ー

ト

ル
を

超

え

、
又

は

建

築
面

積

（

増

築

又

は

改

築

の

場
合

に

あ

っ
て

は

、

そ
の

増

築

後

又

は

改

築
後

の

建

築
面

積

）

が

千

平

方
メ
ー

ト

ル

を

超

え

る
も

の

。

た
だ

し

、

増

築

又

は

改

築

の

場

合

に

お

い

て

、

そ

の

増

築

又

は

改

築

に

係

る

部

分

の

高

さ

が

十
三

メ

ー

ト

ル

以

下

か

つ

床

面

積
が

十

平

方
メ

ー

ト

ル
以

内

の

も

の
を

除

く
。 

対
象
と

な

る
規

模 

高
さ

が

十

五
メ

ー

ト

ル
を

超

え

る
も

の

。

た
だ

し

、

増

築

又

は

改

築

の

場

合

に

お

い

て

、

そ

の

増

築
又

は

改

築

に

係

る

部
分

の

高

さ
が

十

五

メ

ー

ト

ル

以

下
か

つ

築

造

面

積

の

合

計

が

十

平

方

メ

ー

ト

ル

以

内

の
も

の
を

除

く

。 

高
さ

が

二

メ

ー

ト

ル

を

超

え

る

も

の

。

た

だ

し

、

増

築
又

は

改

築

の

場

合

に

お
い
て

、

そ
の

増

築

又

は

改

築

に
係

る

部

分

の

高

さ

が

二

メ

ー

ト

ル

以

下

か

つ

築

造

面

積

の

合

計

が

十

平

方
メ
ー

ト

ル

以

内

の

も

の
を

除

く

。 

の

り 


